
第２６回関西言語学会プログラム 

【故林栄一先生追悼大会】 

 
 日 時 ： ２００１年１０月２７日（土）・２８日（日） 
 会 場 ： 龍谷大学深草学舎 ２号館（〒612-8577 京都市伏見区深草塚本町 67） 
（http://www.ryukoku.ac.jp/kohoka/somokuji/somokuji_set.htmlより「キャンパス案内」参照） 
 

 
第１日 １０月２７日（土） 

 
 
ワークショップ   １０：００～１２：００ 
Ａ会場［１０１教室］ 自動詞・他動詞の認知類型論 
司会  西光義弘（神戸大） 
発表  Prashant Pardeshi（神戸大外国人特別研究員）   

鄭 聖汝（大阪大外国人客員研究員）   Thin Aye Aye Ko（神戸大大学院） 
 
Ｂ会場［１０２教室］ 出来事としての文 

   司会  定延利之（神戸大） 
発表  苅田修司（神戸大大学院）       串田秀也（大阪教育大） 

黄 麗華（聖心女子大・一橋大非常勤）  坊農真弓（神戸大大学院） 
 
Ｃ会場［１０３教室］  空間移動の動詞と経路表現をめぐって 
司会・発表  上野誠司（長崎総合科学大） 
発表  永安ちひろ（関西学院大大学院）     松瀬育子（慶應義塾大非常勤） 

 
大会受付  １２：００より ［２号館１階］ 
 
開会の辞  １３：００  ［３０１教室］  大会運営委員長   筧 壽雄 
 
研究発表  １３：１５～１５：４５ 

(1. 13:15～13:50   2. 13:50～14:25  3. 14:35～15:10  4. 15:10～15:45) 
 
Ａ会場［１０１教室］ 
司会  角岡賢一（龍谷大） 
1.  語彙主義に基づく文理解モデルに関する一考察 

          横川博一（京都外国語大）・籔内 智（大阪大）・里井久輝（大阪大大学院） 
2.  従属節の焦点化と局所的卓立 

丸山岳彦（(株)ATR音声言語通信研究所）・谷口未希（大阪大大学院） 
 

司会  上田 功（大阪外国語大） 
3.  並列語アクセントの「ゆれ」と計算 

那須昭夫（大阪外国語大） 
4.  音韻辞書クラス制約の分布について 

       立石浩一（京都外国語大） 
 



Ｂ会場［１０２教室］ 
司会  影山太郎（関西学院大） 
1.  疑似目的語構文に対する分配形態論的アプローチ―one's way構文を中心に― 

関敬一郎（京都大大学院） 
2.  非能格自動詞 VR構文における概念構造と項構造の実現 

       鈴木武生（東京大大学院） 
 

司会  大庭幸男（大阪大） 
3.  Restricting the Domain of Attract 

高橋英也（東北大）・石山 剛（東北大大学院） 
4.  Lower Case for Upper Case:  

Toward an Explanatory Theory of the Japanese Case Marking System 
青柳 宏（南山大） 

 
Ｃ会場［１０３教室］ 
司会  吉村公宏（神戸学院大） 
1.  ｢僕はこの料理しかおいしいと思わない｣は否定辞繰り上げ文か？ 

       森 貞（福井工業高等専門学校） 
2.  メタファーでは何が伝達されているのか？ 

       榊原 愛（大阪大大学院） 
 

司会  山梨正明（京都大） 
3.  メトニミー：その動的な意味を如何に形式化するかⅡ 

     ―"シドニーは大成功だった"― 
       大月敦子（名古屋大大学院） 

4.  複合的比喩の認知的基盤 
       笠貫葉子（東京大大学院） 
 
Ｄ会場［１０４教室］ 
司会  中島信夫（甲南大） 
1.  疑似含意：意思伝達動詞にみられる不定詞の用法について 

       香本直子（大阪大大学院） 
2.  Adjectives Are Relational: Discourse Universe and Fregean Principle 

       西田瑞生（名古屋大大学院）・三友弘孝（名古屋大大学院） 
 

司会  郡司隆男（神戸松蔭女子学院大） 
3.  Validity of Generic Operator 

       田中拓郎（東北大大学院） 
4.  The Event-related Reading as Asymmetrical Quantification over Events 

       金子 真（大谷大非常勤） 
 
総 会  １６：００～１６：１５  ［３０１教室］ 
 
講 演  １６：１５～１７：１５  ［３０１教室］ 

司 会  西垣内泰介（神戸松蔭女子学院大） 

Joseph Emonds（神戸松蔭女子学院大）  Merging Subjects: Evidence from 
Causatives, Restructuring, Small Clauses and Parasitic Gaps 

 
懇親会  １７：４５～１９：４５   会場   紫英館 



第２日 １０月２８日（日） 
 
 

研究発表 １０：００～１２：３０ 
(5. 10:00～10:35  6. 10:35～11:10  7. 11:20～11:55  8. 11:55～12:30) 

 
Ａ会場［１０１教室］ 
司会  岸本秀樹（神戸大） 
5.  Eliminating Reanalysis from Analyses of Preposition Stranding 

          内芝慎也（関西外国語大大学院） 
6.  Scrambling and ACD in Japanese 

       山本純平（大阪大大学院） 
 

司会  三原健一（大阪外国語大） 
7.  On V-to-I Raising, Inflection, and Selection 

佐藤裕美（ワシントン大・関東学院大） 
8.  格と構成素構造と音韻部門における派生 

     ―並列的接続表現の分析を通して― 
       酒井 弘（広島大） 
 
Ｂ会場［１０２教室］ 
司会  和田 学（山口大） 
5.  補助形容詞「  (pota)」と本動詞「  (pota)」の意味的連続性について」 

          閔 由眞（東京大大学院） 
6.  複合動詞「～だす」と限界性 

       池谷知子（大阪外国語大大学院） 
 

司会  龍城正明（同志社大） 
7.  「後項焦点文」再考 

       樋口 功（西南学院大） 
8.  日英語の結果構文の相違に関する一考察 

       轟 里香（北陸大） 
 
Ｃ会場［１０３教室］ 
司会  菊田千春（同志社大） 
5.  擬似命令文の生成と解釈 

       森 英樹（大阪大大学院） 
6.  状態変化動詞としての Comeと Goに関する認知言語学的考察 

       山添秀剛（大阪市立大大学院） 
 

司会  東森 勲（龍谷大） 
7.  英語従属節の時制選択について 

       野藁まゆ（大阪大大学院） 
8.  条件文におけるWillの生起条件と時間の不可逆性 

       吉良文孝（日本大） 
 



シンポジウム  １３：３０～１６：３０  ［４０１教室］ 

     「品詞論をめぐって」 

司 会 田窪行則（京都大） 

渡辺 実（京都大名誉教授）： 品詞分類の前提としての単語認定（仮題） 

竹沢幸一（筑波大）： 叙述と統語範疇―生成文法理論の観点から― 
上原 聡（東北大）： 日本語のいわゆる「形容動詞」は英語の何？ 

           ―語彙レベルのカテゴリー化に関する認知・類型論的一考察― 
 

 

閉会の辞  ［４０１教室］    大会運営副委員長   成田義光 
 
 

 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇
◇会 費 
会費（一般 4,000円、学生 3,000円）は当日受付にてお願いいたします。 
関西言語学会は、大会に参加して会費を納められた方をその年度の会員とし、会員には前年度
大会のプロシーディングズをお渡ししています。初めての方も､自由にご参加ください。 
◇懇親会 
  第１日の講演終了後、紫英館６階グリルにて懇親会を開きます。発表者も一般会員の方々も、
気軽にご参加ください（会費 一般 3,000円、学生 2,000円）。 

◇昼 食 
 ２７日（土）は学内の食堂が、２８日（日）は会場周辺の飲食店が利用できます。 
◇休憩室 
休憩室を１０７教室に用意しています。休憩時間の飲み物等はこの部屋をご利用ください。 
◇書籍展示 
書籍の展示・販売を１０８・１０９教室で行っています。 

 
◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

 
開催校委員   井上恭英  島田 守  東森 勲  角岡賢一  村田和代 
大会実行委員  有村兼彬  上田 功  岸本秀樹  金水 敏  窪薗晴夫  龍城正明   

西光義弘  野田尚史  藤田耕司  山梨正明  吉村公宏 
学会事務局   〒657-8501 神戸市灘区六甲台町１－１  神戸大学文学部 西光義弘研究室内 

E-mail: klsstaff@nifty.com  Homepage: http://homepage2.nifty.com/KLS/ 


